
（別紙３）

〜 R8年 1⽉ 23⽇

（対象者数） 43 （回答者数） 36

〜 R8年 2⽉ 14⽇

（対象者数） 8 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

⽀援のアセスメント、⽅針、療育の⽅法の体系化を図る。そ
のことによって職員の移動があったときなども⽀援の⽅向性
で混乱をすることがない。また定期的に専門職種との研修会
を実施しスキルアップを図る

2

ABAに基づいた⽀援の記録を充実し⻑期間の⽀援を⾒据えて
取り組む

3

専門職種との連携をより⼀層増やし⼦供の⽀援に役⽴ててい
く

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

業務内容の適正化マニュアル化
外部の研修会の案内を掲示
ストレスチェックの実施

2

静かで⾃然豊かな環境を⽣かした療育の取り組み

3

ＬＩＮＥを活用し発信する
担当制にし利用児に対し⽉２回は写真などで療育の様⼦を伝
える

職員の専門性向上のための研修会の不⾜ 業務内容の煩雑さ
⼀⼈ひとりの専門性はあるが、新しい知識やスキルアップが
追いつかない

多様な⽀援プログラムの提供 ⾳楽療法⼠による⾳楽療法、SST,感覚統合など⼦供の発達段
階や特性に合わせた⽀援を提供している

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

事業所が町の橋にあり交通の便が悪く通所しにくい ⽴地条件の悪さ

情報発信が不定期で不⾜している 療育に内容などを保護者にフィードバックすることが不⾜し
ておりどのような取り組みをしているかわかりにくい

外部の療育の専門家（特別⽀援教育学教授やABAの専門家）
からのコンサルテーションを受け⽀援に⽣かす

⽉１回のコンサルテーションにより療育の改善点を考え工夫
し⼦供⼀⼈ひとりにあった⽀援を⾏う。

医療法⼈が⺟体であり専門職種との連携がとりやすい OT,ST,⼼理⼠などからのアドバイスを受け⼦供の理解を深め
⽀援の⽅向性を決めていく。また⽀援の困ったときなど相談
をしている。

○事業者向け⾃己評価表作成⽇ R8年2⽉20⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間 R7年 12⽉ 22⽇

○従業者評価有効回答数

○事業所名  あおぞら

○保護者評価実施期間 R7年 12⽉ 22⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃己評価総括表公表


